別記様式

平成　　年　　月　　日

石川県知事
　　谷　本　正　憲　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　（申請者）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　〒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　企業名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　印

AI・IoTを活用した業務効率化・省力化支援事業計画書
　　標記事業の補助金の交付を受けたいので、下記のとおり事業計画書を提出します。
記

１　事業計画書 [７部]
２　過去２年間の決算書写し [１部]
３　その他の必要資料

（事業計画書の作成者）
	①
	職・氏名
	役職
	

	
	
	氏名
	

	②
	勤務先住所
	〒



	③
	電話番号
	

	④
	ＦＡＸ番号
	

	⑤
	電子メールアドレス
	


注）用紙は、原則として日本工業規格Ａ４版を使用してください。
事業計画書

１　企業概要

	①
	企業名
	

	②
	代表者
職・氏名等
	職
	
	ふりがな
	

	
	
	
	
	氏名
	

	
	
	年齢
	S
	
	年
	
	月
	
	日生　（
	
	）歳

	③
	創業・設立
	創業
	
	年
	設 立
	
	年

	④
	本社所在地
	

	⑤
	資本金
	
	千円
	

	⑥
	従業員数
	
	人
	（うちパート
	
	人）

	
	
	(内訳)
	管理
部門
	
	人
	開発
部門
	
	人
	製造
部門
	
	人

	⑦
	直近売上高
	
	（H
	
	年
	
	月期）

	⑧
	所属団体等
	

	⑨
	IoT研究会（※１）
登録の有無
	いずれかに〇をつけてください。

	
	
	
	登録済み
	
	未登録


※1：IoT研究会とは、（一社）石川県情報システム工業会が設置する「ものづくり産業等IoT化推進研究会」をいいます。
２　過去（直近３年）に受けたことのある設備導入に関する補助金・助成金等(※2)
	年度
	対象事業名
	交付機関・（制度名）
	金額（千円）

	H
	
	
	
	

	H
	
	
	
	

	H
	
	
	
	

	H
	
	
	
	


※2：（例）中小企業庁「革新的ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業」、経済産業省「サービス等生産性向上IT導入支援事業」、（公財）石川県産業創出支援機構「いしかわ次世代産業創造ファンド　製造工程省力化等支援事業」などをいいます。
３　事業内容
（１）実施テーマ名
テーマ名は事業概要が分かるよう簡潔に記載してください（採択時の紹介に使います）。
	テーマ名
	


（２）導入するシステム

導入するシステムについて以下の項目を記載してください。
	導入する
システムの名称
	

	ベンダー
	企業名
	

	
	所在地
	

	導入予定価格（税抜）
	
	円
	

	導入完了予定日（※２）
	H
	
	年
	
	月
	
	日

	システムの特徴


	AIを活用
（いずれかに○を
つけてください）
	
	該当する　（下欄に該当する特徴を記載してください。）

	
	
	
	

	
	
	
	該当しない

	
	IoTを活用
（いずれかに○を
つけてください）
	
	該当する　（下欄に該当する特徴を記載してください。）

	
	
	
	

	
	
	
	該当しない


※1：IoT研究会とは、（一社）石川県情報システム工業会が設置する「ものづくり産業等IoT化推進研究会」をいいます。
※2：平成31年3月31日以前の日になります。
※3：「システムの特徴」は、申請内容が補助対象であるか（AI・IoTに該当するか）の判断に使います。
（３）事業の背景及び必要性
自社を取り巻く業況、経営上の問題等の背景と、それに伴う本取組みの必要性に関して、数値や図・グラフ、写真等を用いながら具体的に記載してください。
	


（４）目標および目標に対する課題と解決方法及び実施内容
（３）の背景や必要性を踏まえ、目標を設定し、目標達成に向けた課題とその解決方法・実施方法について、テーマごとにそれぞれ具体的に記入してください。
	テーマ１
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	目標
	※できるだけ数値で具体的に記載してください。


	課題
	

	解決方法

・

実施方法
	


	テーマ２
	（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	目標
	※できるだけ数値で具体的に記載してください。


	課題
	

	解決方法

・

実施方法
	


※項目が足りない場合はコピーして追加してください。
４　本事業でのシステム導入等のスケジュール
導入するシステムの導入（設備の設計から発注、納品）に加えて、設備導入後の試行期間等の流れを具体的に記入してください。

　　

	時期
	内　　　　　　　容

	H
	
	年
	
	月
	

	H
	
	年
	
	月
	

	H
	
	年
	
	月
	

	H
	
	年
	
	月
	

	H
	
	年
	
	月
	

	H
	
	年
	
	月
	事業完了


※適宜、行を追加・削除してください。
５　専門用語等の解説
計画書に記載した専門用語・略語等についてそれぞれ簡潔に解説してください。
	専門用語・略語
	解説

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※適宜、行を追加・削除してください。
６　収支計画
（１）収入計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	区分
	補助対象経費
	主な調達先
	備　考

	自己資金
	
	千円
	
	

	借入金
	
	千円
	(例)●●銀行▲▲支店
	

	その他（　　）
	
	千円
	
	

	補助金
	
	千円
	
	

	合計
	
	千円
	
	


（２）支出計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	区　分
	補助対象経費
	備　考

	①
	AI・IoTシステム（ソフトウェア、ハードウェア等）の本体費用
	
	千円
	

	②
	（クラウドサービスの場合）
導入・初期費用・運用開始日（導入日）から事業実施期間の間に要するサービス利用料・ライセンス／アカウント料
	
	千円
	

	③
	AI・IoTシステム導入の付帯費用
（ソフトウェアのインストール、
動作確認、保守・サポート、
操作指導、教育等）
	
	千円
	

	④
	AI・IoTシステムの導入に係る
コンサルテーション費用
	
	千円
	

	⑤
	その他
	
	千円
	

	合　　　計
	
	千円
	


※備考欄には、各区分に該当する経費の名称（サーバー費、ソフト費等）を記載してください。
（※３）








1

